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そんなつもりじゃなかった言葉
長野県・千曲市立東小学校・六年
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(きた),北)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(じま),島)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(し),司)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(どう),堂)
　テレビを見ていたら、言われた言葉で怒っている人がいました。言った方の人は「そんなつもりで言ったんじゃないのに、文句を言うなんてめんどくさいヤツだな！悪気があって言ったわけじゃないのに！」と、その人も怒っていました。一緒にテレビを見ていた母が「こんなこと言われたら、お母さんもいやだなぁ。」と言いました。ぼくにはどの言葉がいやな部分だったのか分かりませんでした。だから、ぼくは「そんなつもりじゃなかった言葉について」母にインタビューをする事にしました。
ぼく「そんなつもりじゃなかったけど、悪い言葉ってどんな言葉？お母さんは、いやなこと言われた事ある？」
母「難しい質問だね～。言葉って人によって感じ方が違うものでもあるからね。言った方の人の生き方と、言われた方の人の生き方が違うから、それは本当に難しい。でも、お母さんが今までに言われて悲しくなった言葉はね…」
　ぼくには、二才上に姉がいます。名前はももちゃんです。ももちゃんは生まれる時に事故があって、息ができなくなって心臓が止まってしまいました。お医者さんが人工呼吸とかをしてくれて生き返る事ができましたが、死んでいた時間が長かったために、脳のほとんどがこわれてしまい、重い障がいが残って寝たきりになってしまいました。
まだコロナの時代じゃなかった時、母はももちゃんと双子のぼく達を連れて、よくスーパーに行ったそうです。車いすに乗った子がスーパーにいる事が珍しかったのか、チラチラと通りすがりの人が見ていきます。何人かの方に笑顔で声をかけてもらったそうです。
「お母さん偉いねえ！こんな子を連れてきて～。大変でしょう？がんばってね！」
「お母さん、こういう子がいてもニコニコしていて偉いね～！もし私だったら、恥ずかしくてとても買い物になんて連れてこられないわ。」
そんな出来事があったそうです。
母「司堂、この言葉の中でお母さんはどこが悲しかったと思う？みんな、優しい、親切な気持ちから声をかけてくれたんだよ。」
ぼく「う～ん…。『こんな子』ってところ？」
母「そうだね、それもあるね…。言葉の難しいところは、そんなつもりじゃないのに無意識にその人が思っている事が出てしまうところかもね。その時のお母さんはちょっと疲れていたのか、言われた言葉を『本当は、障がいのある人は家にでもずっといさせて、かくしておくもんだよ。』って思われてるのかな…と思って悲しくなってしまったんだよ。」
ぼく「それでお母さんは怒って言い返したの？」
母「ううん、笑顔で『ありがとうございます。』って返したよ。」
ぼく「それじゃあ、その人はお母さんを傷つけたことに気が付かないままじゃないの？」
母「確かにそうかもね。でも、通りすがりの人にそこまで説明する気力が湧かなかったんだよ。そのかわり、それからは、良いタイミングで出会った身近な人達には、少しずつ、ももちゃんの事をわかってもらえるように話をするようにしたよ。」
そんな事を母といっぱい話しました。そこでぼくが思った事は、ぼくも友達を傷つけるような事を知らずに言ってた事があるかなぁ…ということです。母にそう言ったら、
母「そうかもしれないし、これからもあるかもしれないね…でも、これからは、言われたら友達がどう思うかを考えて話せるといいね。それでも、知らずに友達を傷つけてしまったら、その時はきちんと謝ろう。自分の目の前にいる人を笑顔にする事ができれば、きっとその人も誰かに優しくできるよ。」
そう言ってくれました。
「ごめんね…そんなつもりで言ったんじゃないけどごめんね…もしよかったら話を聞かせて。」
これからぼくは、ぼくから優しい気持ちを届けます。
人を思いやって、やさしい気持ちがみんなにうつっていけば、街中の人に笑顔が広がるなぁ、と僕は思いました。
法務省“社会を明るくする運動”中央推進委員会主催
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